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‖青  幸晨

2015年度附属歯科診療所報告

木暮 ミカ,市川伸彦

明倫短期大学附属歯科診療所

1.2015年度の重点的取得項目

1)実施目標

「地域の歯科医療の拠点として,さ らに,よ りよい

歯科医療を提供する.」

(1)高い技術力による自費率の向上 :歯科医師,

歯科技工士,歯科衛生士の技術力を高め,患者

に最適な治療法を立案して患者数の増加を目指

す とともに, 自費治療 を安全・確実に提供 し,

自費率の向上に努める.

(2)メ インテナンス率とリコール率の向上 :PTC

の質的向上と患者の検査データの実用的管理に

より,長期的な歯周メインテナンスの患者数を

増や し,患者の治療に対する満足度とリコール

率の向上に努める.

(3)特徴のある歯科訪問診療 と地域包括ケアシス

テムの確立 :「摂食・哄下機能の向上」を取 り

入れた特徴のある歯科訪間診療を進め,「西区地

域見守 リネットワーク」での他職種 との連携・

協働により,地域福祉に根ざした地域包括ケア

システムの確立を目指す。

(4)患者増加に向けた取り組み :近年の患者減少の

原因の分析を行い,新患増加のための対策立てる.

2)具体的な取組内容と実績

(1)高 い技術力による自費率の向上

・ 河野正司学長先生による研修を開催 した.

・ デジタルレントゲンシステム「Vistavision」

をバージョンアップしたことで,iPadに て

チェアサイドでレントゲン写真の閲覧が可能

になった。

・ インフォームドコンセント・ソフト「Proccesia」

を導入し,自 費補綴装置の比較が的確にでき

るようになった.

・ PTC用 ハンドピースの導入により,よ り確

実に紙面清掃および縁下歯石の除去を行える

ようになった.

・ 患者説明用の自費補綴装置模型を製作した。

(2)メ インテナンス率とリコール率の向上
。 患者データ管理ソフト「達人プラスve■ 6」
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を導入した。これにより紙ベースでしか残 し

てこなかった検査データ,日腔内写真データ,

レントゲンデータを一元管理できるように

なった.こ れを用いて経年変化をグラフや模

式図に変換できるようになったことで,患者

への説得力が飛躍的に向上した。患者は長期

的に自分の回腔管理を本診療所への信頼を得

ることで自然にリコール率の向上に繋がるこ

とが期待される。

(3)特徴のある歯科訪問診療 と地域包括ケアシス

テムの確立

・ 訪問診療先の拡充と患者数の増加に注力し,

結果を残すことができた。また野村先生を中

心とした摂食・嘩下リハビリテーションチー

ムが立ち上が り,本診療所の特徴の要となる

訪問診療メニューを構築することができた。

(4)患者増加に向けた取 り組み

・ (2)に 同じく,達人プラスを導入したことで
,

患者動向分析が可能となった.

2.コ・デンタルスタッフの臨床教育

本学各学科,各専攻科の多様な実習形態に対応し

て受け入れを行った.

1)歯科衛生学科臨床実習

(1)実習生

・2015年度 3年生47名 (2014年 10月 ～2015年 9月 )

7班編成により1班計12週のローテーション制
。2015年度 2年生72名 (2015年 9月 ～

)

7班編成により1班計12週 間のローテーション

市」

(2)実習内容

・歯科予防処置実習

歯周病予防処置… 1人 10症例以上

う蝕予防処置… 1人 10症例以上

・歯科診療補助

一般歯科診療,嬌正歯科診療,障害者歯科診療 ,

歯科訪問診療,受付応対,消毒減菌等

・歯科保健指導

予防患者,介護保健施設,保育園,小学校,中
学校等における個人および集団指導

・歯科口腔介護実習

西新潟中央病院

・保健所実習
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西区坂井輪健康センター,西区西地域保健福祉

センター,中央区東地域保健福祉センター
,

東区石山地域保健福祉センター,北区豊栄健康

センター,江南区亀田健康センター,東区木戸

健康センター,南区白根健康福祉センター

・歯科技工室見学実習

・臨床ゼミ

2)歯科衛生士学科臨床実習直前体験実習・臨床体

験実習

(1)実習生

。2015年度 2年生78名 (2015年 5月 ～ 7月 )

:1グループ 3～ 4名 で90分を2回

。2015年度 1年生40名 (2015年 5月 ～ 7月 )

:1グ ループ3名 で60分を 1回

(2)実習内容

臨床現場の雰囲気を臨床実習前の早期に体験 し,

歯科医療における歯科衛生士の役割を理解させた。

本年度も1,2年合同で行った。

3)専攻科生体技工専攻臨床技工実習

(1)実習生 (2015年 4月 ～2016年 3月 )

・2015年度 1年生 :7名 , 2年生 :4名

3.ス タッフ研修

2015年度医局会研修

○小林 梢 :セ ミナー「にいがた西区地域連携ネッ

トワークで歯科衛生士としてできることは ?」

(2015年 6月 )

○木暮 ミカ :医療安全院内研修 「ヒヤリハ ット」

(2015年 9月 )

○外部講師 :認知症サポーター養成講座 (2015年 11

月)

○河野正司 :補綴セミナー「床義歯編について」(2015

年 1月 )

○ (株 )ヨ シダ: 光学印象法に関する説明会 (2015

年 2月 )

○ (株)ヨ シダ :ソ ニケア説明会 (2015年 3月 )

○ (株)ミ ック:レセコン・パ レットの説明会 (2015

年 4月 )

○ (株)ヨ シダ :デジタルレントゲンシステムの説

明会 (2015年 4月 )

○河野正司 :補綴セミナー「咬合」 (2015年 5月 )

その他の研修等

○「摂食哄下研修会」:河野雅之・小林梢・牧野真

理 (2015年 4月 23日 )

○にいがた摂食嘩下障害サポー ト研究会・新潟大学

主催「哄 |。 内視鏡講習会」:木暮 ミカ (2015年 5

月10日 )

○真砂小学校歯科健診および口腔衛生指導 (392

名):木暮 ミカ (2015年 5月 11日 )

○両川中学校歯科健診および口腔衛生指導 (80名 ):

木暮 ミカ (2015年 5月 21日 )

○曽野木中学校歯科健診および口腔衛生指導 (282

名):木暮ミカ・市川伸彦・松川篤子・廣安和枝 (2015

年 5月 27日 )

○「認知症サポーター養成講座」診療室スタッフ全

員 (2015年 11月 27日 )

○新潟在宅医科歯科連携講演会「Aging in Place実

現のための予防 。医療」:河野雅之,小林梢,小

林智美,牧野真理 (2015年 7月 25日 )

○日本歯科衛生士会「摂食喋下リハビリテーション

認定コース」:小林智美 (2015年 8-10月 )

○曽野木小,東曽野木小,曽野木中 3校合同保健委

員会 :木暮 ミカ (2015年 10月 6日 )

○「新潟摂食嘩下障害サポー ト研究会」:河野雅之 ,

牧野真理,小林智美 (2015年 11月 29日 )

○新潟大学摂食鳴下機能回復部主催「摂食喋下リハ

ビリテーション研修」:木暮ミカ (2016年 1月 7,

14, 21, 28日 )

○全国共通がん医科歯科連携講習会 :木暮 ミカ (2016

年 1月 28日 )


